
「社会参加支援」の取組の進め方イメージ

〇社会との新たなつながりを作り、本人に合った形での社会参加も支援するため、社会参加支援が
先進的な地域の取組の横展開を図っていく。

〇個々の状況によっては、息の長い継続的な支援を行う必要があることに留意しながら、まずは、就
職氷河期世代支援プログラムの期間内に、各都道府県等において、支援対象者が存在する基礎
自治体の協力を得て、対象者の実態やニーズを明らかにし、その結果に基づき必要な人に支援が
届く体制を構築することを目指す。

③地域の状況に応じた
支援策の実施

②地域の状況に応じた
支援策の検討

（横展開のイメージ）

①地域で支援対象者の実態
やニーズを明らかにする

②地域の状況に応じた
支援策の検討

①地域支援対象者の実態や
ニーズを明らかにする

①地域で支援対象者の実態
やニーズを明らかにする

※自治体間で現時点での取組段階は異なる。また、自治体によっては、①と②に同時
並行で取り組むことも想定される。


